
第40回宇宙開発委員会（定例会議）

議　事　次　第

1．日　時

2．場　所

3．議　題

4．資　料

平成8年12月4日（水）

14＝00～16：00

委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認について

（2）小型自動着陸実験（ALFLEX）に係る開発結果の評価について

（3）アジア太平洋パイロットプロジェクトの推進に関するミッ

　　ションの派遣結果について

委40－1

委40－2

委40－3

第39回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

小型自動着陸実験（ALFLEX）に係る開発結果の評価に

ついて（報告）　（案）

アジア太平洋パイロットプロジェクトの推進に関す

るミッションの派遣結果について



、
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1．日時

2．場所

3．議題

4．資料

第39回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　　議事要旨（案）

平成8年11月27日（水）

14：00～15：30

委員会会議室

（1）前回議事要旨の確認について

（2）宇宙実験用小型ロケット（TR－lA）5号機　微小重力実

　　験結果について

（3）第10回地球観測衛星調整会議（CEOS）本会合について

（4）地球観測プラットフォーム技術衛星の追跡管制状況について

委39－1

委39－2

委39－3

委39－4

第38回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

宇宙実験用小型ロケット（TR－1A）5号機　微小

重力実験結果について（速報）

第10回地球観測衛星調整会議（CEOS）本会合に

ついて

地球観測プラットフォーム技術衛星の追跡管制状況に

ついて

5．出席者

　　　宇宙開発委員会委員長代理
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郵政大臣官房技術総括審議官

通商産業省機械情報産業局次長

事務局

　科学技術庁研究開発局長

　科学技術庁長官官房審議官

　科学技術庁研究開発局宇宙政策課長
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6．議事

　（1）議事要旨の確認について

　　　第38回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）　（資料委39－1）につ

　　いて、2頁17丁目「M－V」を「MUSES－B」に修正した上で確認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔

　（2）宇宙実験用小型ロケット（TR－lA）5号機微小重力実験結果について

　　　（株）三菱総合研究所融合科学部　石川部長、九州大学工学部　大田助教

　　授、石川島播磨重工業株式会社技術研究所　佐藤課長、宇宙開発事業団宇宙

　　環境利用システム本部　鈴木主任開発部員より、宇宙実験用小型ロケット

　　（TR－IA）5号機での微小重力環境下におけるコロイド結晶実験、沸騰

　　実験、燃焼実験、拡散実験及びろう付け実験により得られた速報レベルの成

　　果について、資料委39－2に基づき、それぞれ説明が行われた。

　　　これに関し、委員より、各実験成果の物理的な解釈、実用段階での利用方

　　法、実験成果の発表方法等について質問があった。

（3）第10回地球観測衛星調整会議（CEOS）本会合について

　　科学技術庁研究開発局宇宙利用課　倉持課長より、第10回地球観測衛星

　調整会議（CEOS）本会合の主要結果として、統合地球観測戦略（IGO

　S）、ワーキンググループの活動、商業セクターとの関係、周波数割当デー

　タベースの知的所有権、発展途上国との関係等について、資料委39－3に

　基づき説明が行われた。

　　これに関し、委員より、日本における衛星／ミッション計画とユーザ要求の

　ギャップ等について質問があった。
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（4）地球観測プラットフォーム技術衛星の追跡管制状況について

　　宇宙開発事業団　吉村理事より、地球観測プラットフォーム技術衛星「み

　どり」は、初期機能確認を終えて、11月26日から定常段階へ移行したこ

　と、20Nスラスタの動作不調に関しては原因特定に至らなかったこと等に

　ついて、資料委39－4に基づき説明があった。

以上
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